
・

・

・

平成16年度 平成17年度 平成18年度

補助 補助 補助

ＣＮＧ車7
台導入

啓発ＰＲ

ＣＮＧ車3
台導入

啓発ＰＲ

ＣＮＧ車3
台導入

啓発ＰＲ

環境教育や交流
活動の推進

環境保全ＰＲ事業
(環境保全課）

地球環境問題について、環境フェアの開催やアイドリングストップなどの啓
発等を行い、環境保全に関するＰＲに努める。

計画事業費　　9百万円

【主要事業】

施策の内容
事業名
（担当課）

事業概要

地球環境問題へ
の対応

住宅用太陽光発電シ
ステム設置費補助事
業
(環境保全課)

発電時に二酸化炭素等の温室効果ガス
を発生させない太陽光発電システムの
導入促進を図る。

【再掲】
自動車排出ガス対策
事業
(環境保全課）

公用車へのＣＮＧ車(天然ガス自動車）な
どの低公害車の導入を順次進める。ま
た、市民、事業者、滞在者に対し、アイド
リングストップなどの啓発活動を行う。

【計画事業】

施策の内容
事業名
（担当課）

３ヵ年の事業概要
計画内容

地球環境問題への対応 ①地球環境問題への対応

②環境教育や交流活動の推進

３  水と緑に囲まれた快適環境都市

　３－１　　身近なところから地球環境を保全する

　１）地球環境問題への対応

市民が取りくむ省エネルギー対策を支援するため、住宅用太陽光発電システムの設置に対する
助成を進めます。

地球環境問題の原因となる温室効果ガスの抑制に向けて、公用車への低公害車の導入を進めま
す。

地球環境の保全に向け、市民の地球環境問題についての理解や知識が深まるよう、環境教育や
環境学習を進めるなどを進めます。

【施策の体系】
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・

・

・

・

・

・

・

・

・

平成16年度 平成17年度 平成18年度

検討 制定

制定

堀江川遊
水池の浚
渫

導水ポン
プ実施設
計

導水ポン
プ設置工
事

猫実川浚
渫

猫実川浚
渫

河川の水質改善
の推進

【再掲】
河川環境対策事業
(土木課)

県と共同で堀江川の浚渫や河川環境の
改善を行う。また、堀江川に境川の河川
水を導水するため、導水ポンプの設置を
行う。猫実川についても県と共同で浚渫
工事を行う。

総合的な環境行
政の展開

環境保全条例制定事
業
(環境保全課)

地球環境の保全や生活型公害に対応
するため、具体的な規制を行う環境保全
条例を制定する。

残土条例制定事業
(環境保全課)

土砂等の埋立による土壌の汚染、砂塵
の飛散及び災害の発生を未然に防止す
るため、残土条例を制定する。

⑥環境衛生等事業の充実

【計画事業】

施策の内容
事業名
（担当課）

３ヵ年の事業概要
計画内容

②環境監視体制の強化・充実

③河川の水質改善の推進

④自動車排出ガス対策の推進

⑤環境保全活動や環境学習などの推進

清潔できれいなまちづくりの推進のため、自治会やボランティア団体、ＮＰＯなどと連携しながら、
空き缶等ポイ捨て防止の啓発活動や共同清掃などの環境衛生対策に取り組みます。

【施策の体系】

環境保全対策の充実 ①総合的な環境行政の展開

大気汚染や騒音、振動などについて監視を行うとともに、河川の水質検査を定期的に行います。

河川の環境改善を図るため、河川の浚渫や河川水の導水を行うほか、水辺植物群や微生物を活
用したモデル事業を行います。

自動車排出ガス対策の一環として、公用車への低公害車の導入を進めるとともに、市民及び事業
者、滞在者に対し、アイドリングストップなどの啓発活動を進めます。

市民、事業者への環境に関する情報の提供や学習機会の充実に努めるとともに、環境問題に取
り組むボランティア団体、ＮＰＯの活動を支援します。

環境基本計画に基づき、環境の保全に関する施策を総合的かつ計画的に推進します。

環境基本条例の理念を具体化するため、環境保全条例の制定に取り組みます。

土砂等の埋立等による土壌の汚染や災害の発生を防止し、市民生活の安全確保や生活環境を
保全するため、残土条例を制定します。

市自らが事業者責任として環境マネジメントシステムの維持管理に努め、市の事業活動による環
境負荷の低減に取り組みます。

　２）環境保全対策の充実
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平成16年度 平成17年度 平成18年度

ＣＮＧ車7
台導入

啓発ＰＲ

ＣＮＧ車3
台導入

啓発ＰＲ

ＣＮＧ車3
台導入

啓発ＰＲ

実施 実施

計画内容

自動車排出ガス
対策の推進

自動車大気汚染等測
定
(環境保全課)

市内主要幹線道路交通が周辺環境に及ぼす大気汚染･騒音・振動を把握
するため、定期監視を行う。

総合的な環境行
政の展開

ＩＳＯ１４００１維持管理
事業
(環境保全課）

市自ら事業者責任として、ＩＳＯ１４００１を維持管理していくことにより、継続
的に環境負荷の削減を図る。

環境監視体制の
強化・充実

大気汚染常時測定
(環境保全課)

一般環境大気測定局として市内の大気の状況を常時監視する。

環境衛生等事業
の充実

空き缶等ポイ捨て防止
対策事業
(環境レンジャー課)

空き缶等ポイ捨て防止の啓発活動等を実施し、清潔できれいなまちづくりの
推進に努める。

河川の水質改善
の推進

水辺の緑化推進事業
(環境保全課)

境川の水質改善の一助となるよう設置した水辺植物群の維持管理に努め
る。

河川水質改善モデル
事業
(環境保全課)

微生物を活用した河川水質改善のモデル事業を行う。

ダイオキシン類調査事
業
(環境保全課)

ダイオキシン類の状況を把握するため、市内4ヶ所において、定期的に調査
を行う。

河川等水質測定
(環境保全課)

東京湾、旧江戸川及び市内４河川(境川・猫実川・堀江川・見明川）の水質
検査を定期的に行う。

【主要事業】

施策の内容
事業名
（担当課）

事業概要

環境保全活動や
環境学習などの
推進

浦安環境マップ作成事
業
(環境保全課)

地域の環境状況を的確に把握し、環境
施策の策定や環境配慮指針、環境教育
等で活用することを目的に環境マップを
作成する。

計画事業費　 58百万円

自動車排出ガス
対策の推進

自動車排出ガス対策
事業
(環境保全課）

公用車へのＣＮＧ車(天然ガス自動車）な
どの低公害車の導入を順次進める。ま
た、市民、事業者、滞在者に対し、アイド
リングストップなどの啓発活動を行う。

施策の内容
事業名
（担当課）

３ヵ年の事業概要
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・

・

・

平成16年度 平成17年度 平成18年度

募集
募集

建設
建設

調査
支援施策
の実施

補助 補助

集合住宅対策の
推進

分譲集合住宅共用部
分修繕等工事資金利
子補給金交付制度
（住宅対策課）

分譲集合住宅の共有部分の改修工事を行った管理組合に、借入金の利子
の一部補給を最長10年間にわたって行う。

良質な民間住宅
の供給

住宅改修費助成事業
（障害福祉課）
（高齢者支援課）

介護を必要とする６歳以上66歳未満の重度の身体障害者もしくは65歳以上
の要支援・要介護認定の申請者で介助を要する高齢者が、住宅を改造する
場合、その費用の一部を助成する。

計画事業費　197百万円

【主要事業】

施策の内容
事業名
（担当課）

事業概要

集合住宅対策の
推進

集合住宅支援施策検
討事業
（住宅対策課）

管理組合の意向調査などを実施し、そ
の結果をもとに集合住宅支援施策を実
施する。

分譲集合住宅共用部
分バリアフリー化促進
事業
（住宅対策課）

分譲集合住宅の共用部分のバリアフ
リー化の改修工事を行った管理組合に
工事費の一部補助を行う。

計画内容

公共住宅の供給
市営住宅建設事業
（住宅対策課）

借り上げ市営住宅の事業主を募集し、
概ね60戸の市営住宅を供給する。

【計画事業】

施策の内容
事業名
（担当課）

３ヵ年の事業概要

②良質な民間住宅の供給

③公共住宅の供給

④集合住宅対策の推進

13年度から５ヵ年の期限つきで実施してきた分譲集合住宅共用部分バリアフリー化促進事業を17
年度まで実施します。

【施策の体系】

住宅対策の推進 ①総合的な住宅施策の展開

　３－２　快適な生活環境を整備する

　１）住宅対策の推進

高齢者世帯や若い世帯など多様な世帯が住み続けられるよう、良質な民間住宅の供給を促進す
るとともに、市営住宅については借上げ方式により、約60戸の供給を目標に取り組みます。

集合住宅施策の支援方策を展開するため、市内の築20年を経過した大規模分譲マンションなど
を対象に大規模修繕に向けた管理組合の取り組みや意向調査などを実施し、その結果をもとに
集合住宅支援施策に取り組みます。
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・

・

・

平成16年度 平成17年度 平成18年度

啓発 実施

試行 試行 試行

検討 整備 運用

検討

調査
検討

検討

策定

　２）廃棄物対策の充実

一般廃棄物処理基本計画に基づき、適正なごみ収集と処理を推進します。

環境への負荷の少ない物質循環を基調とした社会づくりに向け、ビーナス計画の推進やごみ分別
収集の徹底、指定ごみ袋の導入や生ごみたい肥化の試験的な取り組みなど、ごみの減量化・再
資源化を推進します。

廃棄物処理施設の老朽化対策や機能の更新、次期施設建設に至るまでの中長期の整備計画を
策定します。

②収集・処理体制の整備

③事業者処理責任の明確化

【施策の体系】

廃棄物対策の充実 ①ごみの減量・再資源化の推進

【計画事業】

施策の内容
事業名
（担当課）

３ヵ年の事業概要
計画内容

ごみの減量・再
資源化の推進

収集用指定ごみ袋制
導入事業
(ごみゼロ課）

ごみ減量化及び小規模事業者のごみ排
出の適正処理を進めるため、収集用指
定ごみ袋等を導入する。

生ごみたい肥化モデ
ル事業
(ごみゼロ課）

生ごみの減量・再資源化のためのたい
肥化について、モデル世帯（50世帯)を
対象に、調査研究を進める。

収集・処理体制
の整備

粗大ごみ受付システ
ム整備事業
（クリーンセンター）

市民の利便性の向上を図るため、市民
等がインターネットを通じて、24時間、粗
大ごみの処理の申し込みを行えるよう、
システムの整備を進める。

廃棄物処理施設中長
期整備計画策定事業
(クリーンセンター)

15年度から継続して調査検討を行い、
18年度に策定する。

【主要事業】

施策の内容
事業名
（担当課）

事業概要

収集・処理体制
の整備

エコ・セメント推進事業
(クリーンセンター)

最終処分場の延命化と焼却残さの再資源化を図るため、エコ・セメントを推
進する。

ごみの減量・再
資源化の推進

ごみ減量・リサイクル
奨励事業
(ごみゼロ課）

ビーナスニュースの発行など、ごみ減量に関する情報等を提供し、啓発活
動を進めるとともに、マイバッグ運動、廃食油や牛乳パックのリサイクル、自
治会･ＰＴＡ等による資源回収を促進し、日常生活でのごみ減量・リサイクル
に関する意識を高める。

ビーナスプラザ管理運
営
（ごみゼロ課）

資源の再利用を目的とした、様々な体験教室や講座・セミナーを通して、リ
サイクルに関する啓発を図る。

計画事業費　 44百万円

48



・ 水道・ガス・電気の供給については、新町地域や工業ゾーンなどの開発に伴う需要の増加に対応
した安定供給を関係機関に働きかけていくとともに、ライフラインの災害対応力の強化を関係機関
に要請します。
また、限りある資源のために省エネルギーを推進します。

　３）生活支援基盤の整備
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・

・

・

平成16年度 平成17年度 平成18年度

第９・11幹
線

未整備区
域の整備

第９幹線

未整備区
域の整備

未整備区
域の整備

構築 運用 運用

公共下水道の整
備

既設下水道施設の維
持補修事業
（下水道課）

定期的にカメラ調査を行い､管内補修や清掃を行うとともに計画的な補修を
行っていく。

下水道の普及・
促進

私道下水道整備事業
（下水道課）

公共下水道管敷設要綱に基づき市民からの申請により下水道管の敷設及
び維持管理を行う。

計画事業費　1,068百万円

【主要事業】

施策の内容
事業名
（担当課）

事業概要

計画内容

公共下水道の整
備

公共下水道整備事業
（下水道課）

第９・11幹線及び未整備区域の面整備
を行う。

下水道情報管理シス
テム整備事業
（下水道課）

下水道情報の適正管理を図り、また事
務処理の効率化を図るため、施設情報
や情報管理事務の電子化、システム化
を進める。

【計画事業】

施策の内容
事業名
（担当課）

３ヵ年の事業概要

②下水道の普及・促進

【施策の体系】

下水道の整備 ①公共下水道の整備

　４）下水道の整備

12年度から行ってきた第１処理分区第９・11幹線の工事は、16年度に富岡、弁天のポンプ場の撤
去及び圧送管の処置を行い、17年度に下水管橋を撤去し概ね完了する予定です。今後は元町
地域や鉄鋼通り地区での未整備区域の面整備に努めます。

既設管渠の適正な管理を図るため、下水道管理台帳のデータベース化を進めます。

定期的な下水道管渠内のカメラ調査を行い、管内清掃や補修、修繕を計画的に行うとともに、下
水道ポンプ場の機器類の点検･整備を行っていきます。
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・

・

平成16年度 平成17年度 平成18年度

墓所整備

集会施設
等基本計
画

集会施設
等実施設
計

集会施設
等建設工
事

建設 供用開始

開発 運用

計画事業費　4,034百万円

墓地公園の整備
の推進

墓地公園整備事業
（公園緑地課）

16年度に第２工区第１街区の整備を行
い711基の墓所を整備する。また、集会
所等の基本計画、実施設計を行い、18
年度に建設する。

斎場の整備

斎場整備事業
（環境保全課）

火葬炉４基を設置した火葬場及び葬儀
式場３室などを併設した斎場を15、16年
度で建設し、17年7月に供用開始する。

斎場予約システム構
築事業
（環境保全課）

斎場の効率的な運用を図るため、斎場
のスケジュール管理を電子化し、市民等
に使用状況をお知らせするとともに、仮
予約も受付けられるようにする。

施策の内容
事業名
（担当課）

３ヵ年の事業概要
計画内容

【計画事業】

【施策の体系】

墓地公園・斎場の整備 ①墓地公園の整備の推進

②斎場の整備

　５）墓地公園･斎場の整備

墓地公園については、墓所の安定供給を図るため、第２工区の第１街区を整備し、711基の墓所
を整備するとともに、集会施設等の整備を行います。また、日の出･明海地区の土地区画整理事
業の進捗にあわせて墓地公園を取り囲む50ｍ緑地の整備計画について検討を進めます。

火葬場と葬儀式場を併設した斎場の整備については、17年７月の供用開始を目指して建設を推
進します。また、斎場の開設にあわせて斎場予約システムを整備します。
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・
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平成16年度 平成17年度 平成18年度

公表

整備 整備
整備

一部開園

整備

開園

整備 整備
整備

開園

　３－３　生活にうるおいを与える環境を創造する

　１）公園･緑地の整備

公園・緑地の整備目標等の指針となる緑の基本計画を市民に公表し、公園・緑地の計画的な整
備・改修を図ります。

総合公園については、基本計画に基づき21年度の全面開園を目指して、18年度に一部開園し水
と緑が一体となったうるおいのある公園となるよう事業を進めます。

若潮公園については、16年７月の開園を目指して、子どもたちの体験学習施設などを整備すると
ともに、隣接する交通公園とそれぞれの特色を生かし、一体的で利用しやすい公園となるよう再整
備を進めます。

旧清掃工場等跡地については、地域住民の参加を得ながらこれまで計画づくりを進めてきました
が、18年度の完成をめざして整備を進めます。また、整備後の公園内で、市民の主体的な花植え
活動などを支援していくため、17年度に防災倉庫と一体となった地域住民の活動の場を公園内に
整備します。

元町・中町地域の街区公園を対象に、地域住民の参加を得ながら身近で親しまれる公園づくりに
取り組みます。さらに、街路樹や公園の剪定枝を堆肥や舗装材として再利用するため、緑のリサイ
クル事業の推進に努めます。

日の出･明海地区の近隣公園整備については、事業主体である都市基盤整備公団と調整を図り
つつ、計画づくりから近隣住民の参加を得て整備を促進するとともに、住民の主体的な緑化活動
の場づくりについて支援します。

【施策の体系】

公園・緑地の整備 ①計画的な公園・緑地の整備

②市民に親しまれる公園の整備

③適正な維持・管理の推進

【計画事業】

施策の内容
事業名
（担当課）

３ヵ年の事業概要
計画内容

計画的な公園・
緑地の整備

緑の基本計画策定事
業
（公園緑地課）

市民、事業者、市が協力しながら、計画
的に緑化を進めるための指針となる緑の
基本計画を策定し公表します。

市民に親しまれ
る公園の整備

総合公園整備事業
（公園緑地課）

16、17年度に整備を進め18年度に一部
開園する。

面積：12.6ha(うち、4.6haを一部開園)

旧清掃工場等跡地公
園整備事業
（公園緑地課）

16年度に都市計画決定を行い、緑化活
動の場づくりなど行いながら18年の開園
を目指して整備を進める。
面積　約3.3ha

若潮公園整備事業
（公園緑地課）

体験学習施設や交通公園等の整備を進
め16年７月に開園する。

面積：2.3ｈａ（若潮公園＋交通公園）
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平成16年度 平成17年度 平成18年度

入船地区

海楽地区
２ヶ所 ２ヶ所

協議 開園

協議 協議 開園

施策の内容
事業名
（担当課）

３ヵ年の事業概要
計画内容

市民に親しまれ
る公園の整備

身近な公園づくり事業
（公園緑地課）

元町､中町の街区公園を対象に年に２ヶ
所ずつ整備を行う。

【再掲】
仮称浦安東地区１号
近隣公園整備事業
（公園緑地課）

事業主体の都市基盤整備公団と調整を
行いながら、17年度の開園を目指して協
議を進める。
面積　約1.8ｈａ

【再掲】
仮称浦安東地区２号
近隣公園整備事業
（公園緑地課）

事業主体の都市基盤整備公団と調整を
行いながら、18年度の開園を目指して、
協議を進める。
面積　約2.0ｈａ

計画事業費　2,147百万円

【主要事業】

施策の内容
事業名
（担当課）

事業概要

適正な維持・管
理の推進

緑のリサイクル事業
（公園緑地課）

公園緑地や緑道、街路樹などの剪定枝や落葉、落枝などを堆肥化し土壌
改良材として用いたり、チップ化して公園広場等にマルティング材として敷
設することにより、緑化資材として再利用を図る。
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・

・

・

平成16年度 平成17年度 平成18年度

整備

　２）緑化の推進

水と緑のネットワークの形成に向け、日の出･明海地区の外周緑地の早期整備を県企業庁や都市
基盤整備公団に要請していきます。

民間事業者などが行う大規模な住宅開発などの開発にあたっては、十分な緑地が確保されるよ
う、協議、要請していきます。

近隣公園の整備にあわせ、市民が主体的に行う緑化活動などを支援するため、活動の場づくりを
進めます。

【施策の体系】

緑化の推進 ①緑のネットワークの形成と緑の保全

②協働による緑化の推進

【計画事業】

施策の内容
事業名
（担当課）

３ヵ年の事業概要
計画内容

協働による緑化
の推進

旧清掃工場等跡地公
園整備事業［緑化推進
施設］
（公園緑地課）

公園整備にあわせ17年度に防災倉庫と
一体となった地域住民の活動の場を公
園内に建設する。

計画事業費　－　　　

【主要事業】

施策の内容
事業名
（担当課）

事業概要

協働による緑化
の推進

生垣設置奨励事業補
助金
（公園緑地課）

民有地の緑化を推進していくため、生垣設置に対する奨励補助金を交付す
る。

保存樹木指定事業助
成金
（公園緑地課）

民有地の緑化を推進していくため、適用要件に該当する民間の樹木につい
ては、申請に基づき保存樹木として指定し補助金を交付する。

植木まつり
（公園緑地課）

毎年ゴールデンウィーク中に開催し、生活環境の向上のためにみどりを守り
育てる緑化運動を推進し、市民の緑化に対する意識啓発を図るため開催す
る。
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平成16年度 平成17年度 平成18年度

修景整備 修景整備

調査

啓発事業

啓発事業

条例の制
定

啓発事業

景観基本
計画の策
定

　３）都市景観の創造

市民の景観形成への理解と関心を深めるため、景観に関する情報提供の一環として関係機関や
学校教育などと連携し、絵画写真コンクールやシンポジウムの開催などの周知・啓発事業を行いま
す。

景観条例については、景観に関する基本法制の制定状況などを見ながら、条例の内容や構成等
について検討を進め、市民参加を行いながら、条例制定を目指すとともにそれを踏まえた景観基
本計画の策定を行います。

都市計画道路３･１･３号線（やなぎ通り）については、本市の都市軸として位置づけ、これまで一部
の区間をシンボルロード整備事業により整備を進めてきましたが、浦安駅前バス停付近からスクラ
ンブル交差点までの区間においても、市の都市軸にふさわしい道路となるよう、県と共同で道路美
化事業により修景整備を行います。

電線類の地中化については、15年度の基本構想で選考した候補路線４路線のうち２路線を対象
に､事業手法や概算事業費などの課題整理を行い、具体化のための方策を検討します。

【施策の体系】

都市景観の創造 ①総合的な都市景観形成の推進

②協働による都市景観の推進

③魅力ある公共施設などの整備

【計画事業】

施策の内容
事業名
（担当課）

３ヵ年の事業概要
計画内容

総合的な都市景
観形成の推進

魅力ある公共施
設などの整備

都市計画道路３・１・３
号線（やなぎ通り）修
景整備事業
（市街地開発課）

17年度の完了を目指して、浦安駅前バ
ス停付近からスクランブル交差点までの
区間を対象に、県と共同で道路美化事
業により修景整備を行う。

電線類地中化事業化
方策検討事業
（土木課）

２路線を対象に事業手法や概算事業費
など事業化に向けた課題整理を行う。

協働による都市
景観の推進

景観形成推進事業
（都市計画課）

啓発事業の推進と17年度に条例制定、
18年度に基本計画の策定を行う。

計画事業費　53百万円
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平成16年度 平成17年度 平成18年度

協議 協議 修景整備

協議 修景整備 修景整備

Ｂゾーン
協議

Ｂゾーン
協議

Ｃゾーン
修景整備

Ｂゾーン
協議

　４）水辺空間の創出

市民生活にうるおいと安らぎを与え、より豊かな水辺空間を創出していくため、関係機関と連携を
図りながら水辺空間の活用に取り組みます。

舞浜地区については、県の高潮対策事業による護岸の早期整備を促進するとともに、護岸の後背
地側の緑地整備や景観整備について、関係機関と協議を進めます。

旧江戸川下流部については、県の高潮対策事業による護岸整備を促進するとともに、舞浜地先の
堀江橋から国道357号線までの区間で基盤工事が完了している840ｍの区間を対象に、緩傾斜護
岸の修景整備について協議を進め、一部事業化に取り組みます。

境川については、江川橋から東水門までのＣゾーンの護岸改修を促進するとともに、修景整備を
推進します。また、新橋から江川橋までのＢゾーンについては、県と協議を行いながら事業実施に
向けて協議を進めます。

猫実川最下流部の排水機場遊水池及びその周辺の環境整備については、県と協議を行いなが
ら、北栄側においては、旧護岸の撤去にあわせて市道１－61号線沿いに歩道整備を行います。ま
た、海楽側については、管理用通路部分の修景整備や遊歩道整備を県と共同で進めます。

堀江川や猫実川については、水質汚濁による悪臭対策として、浚渫などを県と共同で取り組み、
早期に河川環境の改善を図るよう取り組んでいきます。

【施策の体系】

水辺空間の創出 ①水辺環境の総合的な活用の推進

②海岸環境整備の促進

③旧江戸川の整備促進

④境川の整備促進

⑤猫実川、堀江川、見明川の整備

【計画事業】

施策の内容
事業名
（担当課）

３ヵ年の事業概要
計画内容

海岸環境整備の
促進

【再掲】
舞浜海岸整備事業
（土木課）

海岸高潮対策（都市高潮）事業の整備を
促進するとともに､背後地の修景整備に
ついては、県施行の工事進捗を捉えな
がら関係機関との協議を進める。

旧江戸川の整備
促進

【再掲】
旧江戸川下流部整備
事業[低地対策河川事
業【高潮対策】]
（土木課）

県の行う高潮対策事業を促進するととも
に、盛土完了部の舞浜地先840mについ
て親水性を持たせた修景整備を行う。

境川の整備促進
境川水辺空間整備事
業
（土木課）

境川Cゾーンにおける修景整備を17年
度に行う。また、Ｂゾーンについては事
業手法等の協議を県と進める。
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平成16年度 平成17年度 平成18年度

基本設計

実施設計
整備 整備

堀江川遊
水池の浚
渫

導水ポン
プ実施設
計

導水ポン
プ設置工
事

猫実川浚
渫

猫実川浚
渫

施策の内容
事業名
（担当課）

３ヵ年の事業概要

計画事業費　106百万円

計画内容

猫実川、堀江川、
見明川の整備

【再掲】
猫実川遊水池周辺整
備事業
（土木課）

16年度において基本設計、実施設計を
行い、17年度から19年度にかけて北栄
側では道路舗装や歩道整備を、海楽側
では遊歩道整備を県と共同して行う。

河川環境対策事業
（土木課）

県と共同で堀江川の浚渫や河川環境の
改善を行う。また、堀江川に境川の河川
水を導水するため、導水ポンプの設置を
行う。猫実川についても県と共同で浚渫
工事を行う。
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